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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第34期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第33期

会計期間
自平成20年９月１日
至平成20年11月30日

自平成21年９月１日
至平成21年11月30日

自平成20年９月１日
至平成21年８月31日

売上高（千円） 3,740,809 4,072,055 12,811,453

経常利益（千円） 875,042 917,297 1,672,626

四半期（当期）純利益（千円） 532,532 546,117 924,426

純資産額（千円） 4,948,539 6,121,379 5,230,198

総資産額（千円） 13,275,016 13,921,542 13,036,389

１株当たり純資産額（円） 1,134.39 1,280.08 1,199.03

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
116.72 122.26 208.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 37.28 43.97 40.12

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
272,064 149,751 1,363,169

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△86,706 △23,216 △589,421

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△8,638 191,231 △668,850

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,103,194 1,322,881 1,016,454

従業員数（人） 827 922 908

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

３．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年11月30日現在

従業員数（人） 922(167)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を

（　）内に外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年11月30日現在

従業員数（人） 197(79)

　（注）  従業員数は就業人員（当社から社外の出向者を除き、社外から当社への出向者を含む）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当企業グループ（当社及び連結子会社）は、婚礼に関連したブライダル事業を主たる事業としており、他に事業がな

いことから、以下では事業の種類別セグメントにかえて、品目別に区分して記載しております。

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間の生産実績を品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

前年同期比（％）

ドレス（千円） 290,233 111.2

メンズ（千円） 71,017 105.8

合計（千円） 361,251 110.1

　（注）１．金額は、製造原価額（一部予定原価額を含む）によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第１四半期連結会計期間の受注実績を品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目

当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

受注高 前年同期比(％) 受注残高 前年同期比(％)

製・商品（千円） 995,844 108.1 1,244,192 106.9

式場部門（ 組 ） 138 95.2 375 91.9

　（注）１．製・商品の金額は、販売価額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を区分ごとに示すと、次のとおりであります。

区分
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

前年同期比（％）

製・商品売上（千円） 1,482,249 113.5

レンタル収入等（千円） 2,006,571 112.3

式場運営収入（千円） 583,234 90.0

合計（千円） 4,072,055 108.9

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．販売実績が総販売実績の10％以上の相手先はありません。　

 式場運営

区分 施行組数 前年同期比（％）

式場部門（ 組 ） 184 91.5
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当企業グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

 

（1）業績の状況

　　当第１四半期連結会計期間における我が国の経済は、経済支援政策の影響により一部の業種では持ち直しの動きが

見られるものの、設備投資の減少や雇用環境の悪化により先行き不透明感が依然続いております。

　　このような経済環境のもと、当企業グループは、婚礼衣裳の製造メーカー機能を軸としてブライダル市場の川中事

業であるショップ事業（レンタル及び直販）に引続き注力するとともに、平成21年９月には、神田うの女史の振袖

ブランド「Scena D’uno Salala（シェーナ・ドゥーノ サララ）」を、平成21年10月には、「JILLSTUART」及び

「Barbie BRIDAL」の3rdコレクションを発表いたしました。

　　当第１四半期連結会計期間における当企業グループの業況としては、製・商品売上については、「JILLSTUART」及

び「Barbie BRIDAL」等の新ブランドが寄与し、売上高が1,482百万円（前年同四半期比13.5％増）となりました。

レンタル収入等については、国内レンタル収入等は安定した推移を示し、海外レンタル収入等はファーストウエ

ディング事業の譲受効果により、売上高は2,006百万円（同12.3％増）となりました。一方、式場運営収入について

は、施行組数が184組（前年同四半期比17組減）、売上高が583百万円（同10.0％減）となりました。減少の要因とし

ては、「アイネス　ヴィラノッツェ　大阪」（大阪市北区）において、平成21年４月から６月のオンシーズンにおけ

る受注獲得数の悪化により、施行組数が57件と前年同四半期に比べ11組減少したことがあげられます。「アイネス　

ヴィラノッツェ　大阪」については、広告等の見直しにより来館数の増加を図り受注獲得数の増加に努めておりま

す。

　　次に、平成21年11月には、平成23年４月開業予定の結婚式場「アイネス　ヴィラノッツェ　沖縄」（仮称）の設備投

資資金に充当するため、自己株式420,000株の処分を行いました。これに伴い、株式交付費7百万円を営業外費用に計

上いたしました。

　　また、貸倒懸念先に対する売掛債権が正常化したこと及び貸倒懸念先からの貸付金の回収が進んだことに伴う貸倒

引当金個別引当額の減少により、貸倒引当金戻入額30百万円を特別利益に計上いたしました。

　　以上の結果から、当第１四半期連結会計期間の売上高は4,072百万円（前年同四半期比8.9％増）、営業利益は925百

万円（同7.8％増）、経常利益は917百万円（同4.8％増）と順調に推移し、四半期純利益は546百万円（同2.6％増）

となりました。

　　業績における所在地別セグメントの状況は、日本では売上高が4,525百万円（前年同四半期比11.0％増、セグメント

間の内部売上高518百万円を含む。）、営業利益が909百万円（同9.1％増）、ハワイでは売上高が197百万円（同

20.2％減、セグメント間の内部売上高140百万円を含む。）、営業利益が38百万円（同44.5％減）となりました。その

他の地域では売上高が195百万円（同8.7％減、セグメント間の内部売上高187百万円を含む。）、営業利益が14百万

円（前年同四半期は10千円の損失）となりました。　

（2）財政状態の分析

  当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ975百万円増加し、4,520百万円となりまし

た。これは主に、現金及び預金306百万円、受取手形及び売掛金566百万円の増加によるものであります。固定資産は、

前連結会計年度末に比べ90百万円減少し、9,401百万円となりました。これは主に、有形固定資産87百万円の減少に

よるものであります。この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ885百万円増加し、13,921百万円となりました。

　  流動負債は、前連結会計年度末に比べ317百万円増加し、4,561百万円となりました。これは主に、短期借入金196百

万円、賞与引当金137百万円の増加によるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ323百万円減少し、

3,238百万円となりました。これは主に、社債82百万円、長期借入金243百万円の減少によるものであります。この結

果、負債合計は前連結会計年度末に比べ6百万円減少し、7,800百万円となりました。

　  純資産は、前連結会計年度末に比べ891百万円増加し、6,121百万円となりました。これは主に、利益剰余金437百万

円の増加、自己株式420,000株の処分を行ったことによる資本剰余金114百万円の増加及び自己株式399百万円の減

少、為替換算調整勘定59百万円の減少によるものであります。この結果、自己資本比率は44.0％となりました。　

（3）キャッシュ・フローの状況 

　　当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが149百万円の収

入、投資活動によるキャッシュ・フローが23百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが191百万円の収入

となり、この結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）期末残高は、1,322

百万円（前年同四半期は1,103百万円）となりました。
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　　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動により得られた資金は149百万円（前年同四半期比45.0％減）となりました。これは主に、税金等調整前四

半期純利益945百万円、減価償却費96百万円、賞与引当金の増加138百万円等を源泉とする収入があった一方で、売上

債権の増加675百万円、法人税等の支払額467百万円等の支出によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動により使用した資金は23百万円（同73.2％減）となりました。これは主に、貸付金の回収による21百万円

の収入があった一方で、有形固定資産の取得による35百万円の支出によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動により得られた資金は191百万円（前年同四半期は8百万円の支出）となりました。これは主に、短・長期

借入れによる496百万円、自己株式の処分による506百万円の収入があった一方で、長期借入金の返済634百万円、社

債の償還82百万円、配当金の支払額94百万円の支出によるものであります。

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　  当第１四半期連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　  該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,844,600 4,844,600

大阪証券取引所

東京証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株　

計 4,844,600 4,844,600 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　  該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年９月１日～

平成21年11月30日　
－ 4,844 －　 1,071,590 －　 1,102,138

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

　（注）１．当社は、平成21年11月５日に売出しによる自己株式の処分に係る大量保有報告書の変更報告書を提

出しております。

　　　　２．当社は、平成21年11月30日現在、自己株式を62,582株保有しております。
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（６）【議決権の状況】

　　　　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　    ①【発行済株式】

 平成21年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 482,500 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 4,353,600 43,536 同上

単元未満株式 普通株式        8,500 － －

発行済株式総数 4,844,600 － －

総株主の議決権 － 43,536 －

　

②【自己株式等】

 平成21年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社クラウディア　
京都市右京区西院高田町

34番地　
482,500 － 482,500 9.96

計 － 482,500 － 482,500 9.96

　（注）　当第１四半期会計期間末日現在の自己名義株式数は62,582株で、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は

1.29％であります。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年９月 平成21年10月 平成21年11月

最高（円） 1,578 1,610 1,360

最低（円） 1,430 1,305 1,116

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成20年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平

成20年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成21

年11月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,343,780 1,037,144

受取手形及び売掛金 1,835,671 1,269,161

有価証券 10,000 10,000

商品及び製品 354,560 354,072

原材料 126,065 120,684

仕掛品 186,456 199,119

貯蔵品 119,299 117,507

繰延税金資産 290,118 257,702

その他 317,500 277,973

貸倒引当金 △63,194 △98,528

流動資産合計 4,520,258 3,544,838

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,064,070 4,093,447

減価償却累計額 △1,382,752 △1,346,556

建物及び構築物（純額） 2,681,317 2,746,890

機械装置及び運搬具 283,538 283,748

減価償却累計額 △182,190 △177,101

機械装置及び運搬具（純額） 101,348 106,646

工具、器具及び備品 391,563 372,639

減価償却累計額 △265,519 △251,213

工具、器具及び備品（純額） 126,043 121,425

土地 3,047,306 3,046,577

建設仮勘定 6,315 28,132

有形固定資産合計 5,962,332 6,049,672

無形固定資産

借地権 37,743 40,578

のれん 245,648 254,118

その他 7,756 7,756

無形固定資産合計 291,147 302,453

投資その他の資産

投資有価証券 107,766 108,905

保険積立金 403,581 393,160

差入保証金 2,106,734 2,127,512

繰延税金資産 243,557 194,244

その他 374,025 402,111

貸倒引当金 △87,860 △86,510

投資その他の資産合計 3,147,804 3,139,424

固定資産合計 9,401,284 9,491,550

資産合計 13,921,542 13,036,389
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 485,581 405,086

短期借入金 1,148,000 952,000

1年内償還予定の社債 165,000 165,000

1年内返済予定の長期借入金 908,111 998,314

未払法人税等 447,574 438,560

賞与引当金 287,915 150,049

役員賞与引当金 24,999 86,370

その他 1,094,568 1,049,233

流動負債合計 4,561,749 4,244,614

固定負債

社債 912,500 995,000

長期借入金 1,830,459 2,074,320

役員退職慰労引当金 437,495 432,507

繰延税金負債 4,111 4,239

その他 53,847 55,509

固定負債合計 3,238,414 3,561,576

負債合計 7,800,163 7,806,190

純資産の部

株主資本

資本金 1,071,590 1,071,590

資本剰余金 1,216,268 1,102,138

利益剰余金 3,969,305 3,532,238

自己株式 △59,569 △459,313

株主資本合計 6,197,594 5,246,653

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △236 439

為替換算調整勘定 △75,978 △16,894

評価・換算差額等合計 △76,215 △16,455

純資産合計 6,121,379 5,230,198

負債純資産合計 13,921,542 13,036,389
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成20年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

売上高 3,740,809 4,072,055

売上原価 1,114,676 1,263,408

売上総利益 2,626,132 2,808,646

販売費及び一般管理費 ※
 1,767,918

※
 1,883,123

営業利益 858,214 925,522

営業外収益

受取利息 1,057 349

受取配当金 12 15

受取賃貸料 10,756 5,976

受取手数料 8,028 7,854

為替差益 9,696 －

その他 7,553 13,186

営業外収益合計 37,103 27,382

営業外費用

支払利息 18,352 14,397

為替差損 － 13,153

株式交付費 － 7,425

その他 1,922 631

営業外費用合計 20,274 35,607

経常利益 875,042 917,297

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 30,776

特別利益合計 － 30,776

特別損失

固定資産除却損 － 2,477

特別損失合計 － 2,477

税金等調整前四半期純利益 875,042 945,596

法人税、住民税及び事業税 402,904 481,601

法人税等調整額 △60,394 △82,122

法人税等合計 342,510 399,478

四半期純利益 532,532 546,117
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
　至　平成20年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成21年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 875,042 945,596

減価償却費 96,097 96,385

のれん償却額 8,470 8,470

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,502 △30,776

賞与引当金の増減額（△は減少） 126,743 138,154

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,151 △61,371

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,350 4,988

受取利息及び受取配当金 △1,069 △364

支払利息 18,352 14,397

株式交付費 － 7,425

固定資産除却損 － 2,477

売上債権の増減額（△は増加） △545,778 △675,921

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,575 528

差入保証金の増減額（△は増加） △10,256 12,500

仕入債務の増減額（△は減少） 95,416 84,356

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,135 △7,715

その他 △6,255 96,325

小計 692,025 635,455

利息及び配当金の受取額 1,575 716

利息の支払額 △18,814 △18,731

法人税等の支払額 △402,721 △467,688

営業活動によるキャッシュ・フロー 272,064 149,751

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,546 －

定期預金の払戻による収入 100,144 －

有価証券の取得による支出 － △10,000

有価証券の償還による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △63,260 △35,538

貸付けによる支出 △25,695 △9,257

貸付金の回収による収入 2,652 21,579

投資活動によるキャッシュ・フロー △86,706 △23,216

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △113,000 196,000

長期借入れによる収入 830,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △246,676 △634,064

社債の償還による支出 △60,000 △82,500

自己株式の処分による収入 － 506,478

自己株式の取得による支出 △356,468 △28

配当金の支払額 △62,493 △94,654

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,638 191,231

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,789 △11,339

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 174,929 306,426

現金及び現金同等物の期首残高 928,264 1,016,454

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,103,194

※
 1,322,881
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間（自平成21年９月１日　至平成21年11月30日）　

　該当事項はありません。

　　

　

【簡便な会計処理】

 
 
 

当第１四半期連結会計期間　
（自　平成21年９月１日　
至　平成21年11月30日）　

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年11月30日）

前連結会計年度末
（平成21年８月31日）

　１．受取手形裏書譲渡高　               26,171千円 　１．受取手形裏書譲渡高　               22,764千円

　２．保証債務

  連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、保証債務を行っております。

　有限会社貸衣裳東陣　　　　　　　　  2,459千円

　２．保証債務

　連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、

保証債務を行っております。

　有限会社貸衣裳東陣　　　　　　　　  1,780千円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

見本費 56,593千円

広告宣伝費 128,363

給料及び手当 445,283

賞与引当金繰入額 120,166

役員賞与引当金繰入額 24,999

退職給付費用 10,046

役員退職慰労引当金繰入額 4,350

地代家賃 146,636

減価償却費 75,915

支払手数料 152,254

貸倒引当金繰入額 32,091

見本費 67,032千円

広告宣伝費 144,475　

給料及び手当 494,595　

賞与引当金繰入額 130,004　

役員賞与引当金繰入額 24,999　

退職給付費用 10,618　

役員退職慰労引当金繰入額 4,988　

地代家賃 164,685　

減価償却費 68,377　

支払手数料 138,771　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成20年11月30日現在） （平成21年11月30日現在）

現金及び預金勘定　 　1,133,361千円

預入期間が３か月を超える定期預

金　
△30,166

現金及び現金同等物　 1,103,194

　

現金及び預金勘定　 1,343,780千円

預入期間が３か月を超える定期預

金　
△20,898

現金及び現金同等物　 1,322,881
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年９月１日　至　

平成21年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　4,844,600株　

２．自己株式の種類及び総数

　普通株式　　　 62,582株　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。　

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月25日

定時株主総会
普通株式 109,050 25平成21年８月31日平成21年11月26日利益剰余金

５．株主資本の金額の著しい変動　

　当社は、平成21年11月５日を払込期日とする売出しによる自己株式の処分を実施いたしました。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末の資本剰余金は、114,130千円増加し1,216,268千円、自己株式は、

399,744千円減少し59,569千円となっております。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成20年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年９月１日　至平成21年11月30日）において、当企業グループは、婚礼に関連したブライダル事業を主たる

事業としており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成20年11月30日）

 
日本
（千円）

ハワイ
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売

上高
3,672,99462,273 5,5403,740,809 － 3,740,809

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
404,388185,036208,982798,407(798,407) －

計 4,077,382247,310214,5234,539,216(798,407)3,740,809

営業利益又は営業損失

（△）
834,01269,017△10,584892,445(34,231)858,214

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　ハワイ・・・米国ハワイ州のみをその地域としております。

　　その他・・・ミクロネシア（グアム及びサイパン）、オーストラリア、中華人民共和国　

当第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日　至平成21年11月30日）

 
日本
（千円）

ハワイ
（千円）

その他 
（千円） 

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売

上高
4,006,91156,839 8,3044,072,055 － 4,072,055

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
518,183140,569187,588846,341(846,341) －

計 4,525,095197,408195,8924,918,396(846,341)4,072,055

営業利益 909,77238,307 14,619962,699(37,176)925,522

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　ハワイ・・・米国ハワイ州のみをその地域としております。

　　その他・・・ミクロネシア（グアム及びサイパン）、オーストラリア、中華人民共和国、ベトナム社会

　　主義共和国 

　

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年９月１日　至平成20年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自

平成21年９月１日　至平成21年11月30日）において、海外売上高の合計が連結売上高の10％未満であるため、海外

売上高の記載を省略しております。 　
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。　

　

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。　

　

（ストック・オプション等関係）

　　該当事項はありません。　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年11月30日）

前連結会計年度末
（平成21年８月31日）

１株当たり純資産額 1,280.08円 １株当たり純資産額 1,199.03円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 116.72円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

１株当たり四半期純利益金額 122.26円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成21年11月30日）

四半期純利益（千円） 532,532 546,117

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 532,532 546,117

期中平均株式数（株） 4,562,323 4,467,023

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が、リース会計基準等適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前

連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため記載しておりません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年１月14日

株式会社クラウディア

取締役会　御中

京都監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　直樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 矢野　博之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クラウディ

アの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年９月１日から平成

20年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クラウディア及び連結子会社の平成20年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年１月14日

株式会社クラウディア

取締役会　御中

京都監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 秋山　直樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 矢野　博之　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クラウディ

アの平成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年９月１日から平成

21年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成21年11月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クラウディア及び連結子会社の平成21年11月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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